
●点　鐘　　市原 RC 会長　西村芳雄　
●ソ ン グ　　我等の生業
●お客様　　第 3 分区 B　ガバナー補佐　金親博榮様
　　　　　　千葉南 RC　出井清様

●会長挨拶　市原 RC 会長　西村芳雄　
　皆さん、こんにちは。
　本日のお客様は、第３分区 B のガバナー補佐を任じておられます金
親博榮様です。そして、千葉南ロータリークラブの出井様です。ガバ
ナー補佐には、お忙しい中、当クラブのためにお越しいただき有難うご
ざいます。金親様は、１１月２日の青木ガバナー公式訪問時のご指導
のために本日来会されました。　私は昨年のエレクトの時に、櫻木ガ
バナーや郭ガバナー補佐の公式訪問を経験しております。しかし、当
時はエレクトということで、恥ずかしながら、どのように進行したのか失
念しております。本日は、金親様のご指導を仰ぎながら、また、昨年
を思い出しながら、今日のこのガバナー補佐クラブ訪問例会及びクラ
ブ協議会を行っていきます。宜しくお願い致します。また、近日中に、
ガバナー公式訪問のご案内を会員の皆さんにお知らせいたします。出
来ますれば会員全員のご参加があれば良いのですが、より多くの会員
が一堂に会しガバナーをお迎えできればと思っています。
　さて、先の例会時にクラブ細則改訂案につき報告しました。そして、
来週１９日の例会にて決議すると発表しました。しかし、施行日につい
ては、理事会では決議していたのですが、会員の皆さんへのお知ら
せが漏れておりました。誠に申し訳ありません。施行日については、細
則の条項等を勘案しまして、次年度の来年７月１日としました。この細
則案が承認されましたら、１２月に予定されております理事・役員の選

任などについて、山本エレクトが本格的に始動されることでしょう。また、
会員増強などについても動き易くなるはずですから、委員会を開催して
いただければと思っています。
　そして次に、委員会活動についてですが、先週の５日夜、今年度
第１回会員研修委員会及び懇話会が小池委員長により開催されまし
た。今回は、新入会員では杉井会員と野口会員が参加され、総勢
８名でした。そこでは、基調講話に続きディスカッションが行われました。
新入会員のお二人にとっては大変勉強になったことでしょうし、私達に
とりましても復習の意味での勉強になりました。ご参加の皆さん、ご苦
労様でした。この会は今後も適宜行われる予定ですので、会員の皆
さんのご参加をお願いします。
　また、私は、ガバナー補佐より「ロータリアンになって良かった」こと
などを発表するように指示されましたので述べさせていただきます。
私は昭和５０年頃より千葉県と縁を持った者で、俗に言えば、余所者
です。そこで、私は仕事をする時には近江商人の「三方よし」を念
頭に置き、後ろ指を指されないよう努力をしてきたつもりです。知己を
得たのは、当初は自分の職業に関係する人たちばかりでした。そこ
で、人的交流を図るために異業種の会や地元の会などに入会し世間
を広くしてきました。そして、還暦の少し前にロータリーに入会したので
すが、職業の中に「奉仕の理想」を掲げ目的にした会は初めてでし
たし、「四つのテスト」や「超我の奉仕」あるいは「「最もよく奉仕す
る者、最も多く報いられる。」という標語は、私の支えになっております。
また、一期一会と申しますが、多くのロータリアンと出会い、人との繋
がりを改めて感じております。
　今年の活動につき申しますと、社会奉仕活動の一環として「あいさ
つ運動」を駅頭で行ったことです。行政・教育・市民団体などが一
体となっての活動は、市民にも大きなインパクトを与えたのではと思って
います。特に、小・中・高の子供達が多数参加しましたし、今後も続
けて行かねばならないと思います。
以上で、会長挨拶とします。

◆幹事報告
次回例会にて、クラブ細則改正の採決を行いますのでご出席お願い
致します。

◆委員会報告等
青少年奉仕委員会　箕輪委員長
市原中央高校インターアクトクラブより添付の活動協力依頼が来ており
ます。内容としましては「ユニクロとのプロジェクトで国連難民高等弁
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務官事務所を通して難民の子供たちに古着をプレゼントする」という、
以前にも行ったプロジェクトです。メールでもお送りしていますのでご確
認お願いします。

本日のメインプログラム

クラブ協議会

　金親ガバナー補佐のごあいさつのあと、各委員長より当年度の活
動方針の発表がありました。各委員会の活動方針を掲載いたします。

■会員増強委員会　角谷委員長
　創立以来 53 年目を迎える当クラブも平均的な 50 年以上の歴史を
刻む他のロータリークラブ同様に会員の減少に悩んでいます。
　この減少傾向に歯止めをかけ会員を増やす為に何を為すべきか？
会員諸氏のご協力を得て会員 50 名を目指します。

■クラブ広報委員会　平野委員長
　ロータリーのストーリーを人々に伝え、クラブの奉仕活動やプロジェク
トに対する地域社会での認識と公共イメージを向上する。

■クラブ管理運営委員会　山本委員長
　例会はロータリーの基本的活動であります。昨年度途中から12 時
から食事をとれるようにして卓話時間を長く取ることが出来るようになりま
した。プログラム小委員会と親睦小委員会が連携して、例会時間を
有効に活用し、会員が出席したいと思うような例会を企画していきます。
　また、ロータリー情報や地区、クラブの情報を共有化できるように努
めます。その結果、会員同士が一層深く知り合い親睦が深まり、そし
てロータリーをより理解できるようになることを促進していきます。

■奉仕プロジェクト委員会　篠田委員長
　　奉仕プロジェクト委員会は、クラブ会長のテーマである「ロータリー
を語り、みんなで元気なロータリーを創ろう」の基本方針のもと、職業
上の高い倫理基準を保つ為の「四つのテスト」を再認識しロータリー
の幹となる職業奉仕。地元地域のボランティアとの共同活動や「地
域社会貢献基金」を活用し更なる地元のニーズを発見し、地区補助
金の活用できるプロジェクトを発掘する社会奉仕。PJ 交換学生派遣

プロジェクト委員会と協力し、市原中央高校インターアクトクラブの生徒
に更なる国際交流を経験する場として、PJロータリークラブへ派遣事
業を実施する国際奉仕、青少年奉仕。更に 2017 年度に市原中央
高校が年次代表に就任し、2017 年 8 月に開催される年次大会のホス
トIACとなるので、今年度中にプロジェクトチームを結成し準備を始め
ます。各委員会が協力し、限りある資金と会員の知識や経験を生か
し、地域社会のニーズに沿った奉仕プロジェクトを企画、立案し実行
します。

■ロータリー財団委員会　長田委員長
　ロータリー財団委員会は、ロータリー財団小委員会と米山記念奨学
小委員会で、構成されています。各小委員会と連携を取りながら各
小委員会の活動計画を実行していきたいと思います。

■長期計画委員会　山本委員長
　長期計画委員会の役割は、クラブ活性化のためにクラブの現状を
分析し、単年度では解決が難しい問題を中長期的な視点から会員皆
さんで検討していくことだと考えます。前年度の活動を引き継ぎ、今年
度も重要なテーマについてクラブ協議会を実施したり、会員アンケート
を実施しながら意見を集約して、改正案があれば理事会に上程して
いきます。
　市原ロータリークラブの会員全員が参加意識を持ち、ロータリーの目
的を実感し、会員数の維持増強、クラブの発展につながるよう努めて
まいります。

■クラブ研修リーダー　始関リーダー
　前年度のＲＩの規定審議会において大幅な定款の変更があり、そ
れに伴うクラブ細則の変更が迫られています。当クラブの将来の発展
に結びつける重要な機会ととらえ、ロータリーが目標とする「奉仕の理
想」を実践するためのクラブ細則を作成する。

◆◇◆◇◆◇ニコニコ・ソーリー◆◇◆◇◆◇

小池会員
本日のクラブ協議会で青木ガバナーの方針やクラブ活動方針について
ご指導いただき誠にありがとうごおざいました。今後のご指導よろしくお
願い申し上げます。

西村会長、岡本幹事
金親ガバナー補佐、出井様、本日はクラブ協議会にご出席いただきま
して誠にありがとうございました。

■出席報告　前々回確定　　56.41％　本日出席　21 名　
　　　　　　欠席　19 名　本日出席率 56.76％
■点　　鐘　市原 RC 会長　西村芳雄　
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